
第５学年 国語科学習指導案 
 

日 時 平成２５年１１月１３日（水）５校時 

場 所 ５年教室 

児 童 男４名 女４名 計８名 

指導者  中 澤 達 也 

 

１ 単元名     ファンタジーのおもしろさをリーフレットで伝えよう 

  学習材     「注文の多い料理店」東京書籍 ５年下 

          宮沢賢治の作品 数冊 

 

２ 単元を貫く言語活動とその特徴 

本単元を貫く言語活動として「リーフレットで推薦する」ことを位置づける。ここに取り上げるリ

ーフレットは、①キャッチコピー、②あらすじ、③人物像、④おもしろさを伝える「ここがおすすめ」

で構成する。 

リーフレットは、一枚紙のもので、二つ折り、三つ折りなど折り方を変えることで構成の工夫がで

き、伝えたいことが明確になる。そこで、折り目を利用して、ファンタジーのおもしろさを伝えるた

めのキャッチコピーの短い言葉で人を引き付け、ストーリー、登場人物の人物像、そして最後は「こ

こがおすすめ」と、目的意識や相手意識を明らかにして、話のおもしろさを伝えることができると考

えた。 

  上記のような構造のリーフレットにまとめることで、本単元の重点指導事項「登場人物の相互関係 

や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめること」（読むこと エ） 

を実現できるようにしている。 

 

３ 単元について 

（１）児童について 

    本学級の児童は４年生の１０月に「ごんぎつね」を学習材に、「場面の移り変わりに注意しながら、

人物の関係や気持ちの変化を読み取る力」の育成をねらい、「視点を変えて物語をリライトする」と

いう言語活動を行っている。この学習では、「ごん」の目線で進む物語が、最後の場面だけ、「兵十」

の目線で書かれていることに着目させ、場面の移り変わりに注意しながら、人物の関係や気持ちの

変化を読み取る力を付けた。 

    ５年生の６月には「世界でいちばんやかましい音」という学習材を使って、「物語の構成や場面に

即して人物の変化を読み取る力」の育成をねらい、「物語の構成に気をつけて読み、物語をポップで

紹介する」という言語活動を行った。ポップの中には、キャッチコピー、あらすじ、感想の３つの

要件を入れた。この学習から児童は、場面の移り変わりや物語の構成、登場人物の心情の変化や場

面をとらえる力を付けてきた。 

   また、１０月には「目的に応じて、複数の本や文章を選び比べて読む力」の育成をねらい、「ブッ

クポスターで紹介する」という言語活動を行った。ブックポスターの中には、「キャッチコピー」「作

者について」「心に残った場面の紹介」「心に残った場面の絵」を入れた。児童は同じ作者のシリー

ズの本の中から一冊を選び、その本の強く印象に残った文章を引用しながら、本を紹介する力を付

けてきた。 

   しかし、目的や相手を意識して伝えるという部分が弱く、「推薦する」という表現様式をふまえる

ことに課題が残っていた。そこで、本単元では、作品の特徴をとらえ、おもしろさを伝えるという

目的意識をもって、叙述について自分の考えをまとめる力を付けられるように指導していきたい。 

（２）単元構成について 

  本単元で付けたい力は、「登場人物の相互の関係や心情、場面の描写をとらえ、優れた叙述につい

て自分の考えをまとめる力」である。そこで、本単元では、「注文の多い料理店」を学習材に、場面

の構成、展開、あらすじ、登場人物の人物像からお話の不思議なおもしろさについて読み、宮沢賢

治の作品をリーフレットで表現するという言語活動を通して、「読むこと」の力を付けさせていきた

いと考える。 

第１次では、「宮沢賢治の作品を読み、ファンタジーのおもしろさをリーフレットで伝える」とい



う言語活動を位置付けた学習をしていくという目的意識を持つ。 

第２次では、「注文の多い料理店」について「キャッチコピー」「あらすじ」「二人の紳士の人物像」

「ここがおすすめ（話のおもしろさを伝える）」という要件で、リーフレットにまとめる。 

第３次では、並行読書してきた宮沢賢治の作品のリーフレットを作り、作品のおもしろさについ

て伝える。 

このようにして、学習材の「注文の多い料理店」の学習で学んだことを生かしながら、リーフレ

ットを作り推薦すること通して、登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れ

た叙述について自分の考えをまとめさせていく。 

本単元で使用する学習材は「注文の多い料理店」（東京書籍５年下）である。この物語は、狩りを 

しようとしていた二人の若い紳士が山奥で迷ってしまい、偶然見つけた一軒のレストランに入って

いくところから始まる。そこは不思議な注文の書かれた戸ばかりでなかなか料理にありつけない。

最後に二人は自分たちが山猫に料理として食べられそうになっていることに気づく。ようやく助か

った二人の紳士だったが、紙くずのようにくしゃくしゃになった顔はもとには戻らなかったという

不思議な話の作品である。作者が工夫を凝らした構成や優れた叙述などに着目して読むことで、フ

ァンタジーのおもしろさを味わうことができる作品である。このことから「注文の多い料理店」と

いう作品は、今回の学習に適した学習材である。 

（３）指導について 

    第 1 次では、単元を貫く言語活動の見通しを持たせ、学習のめあてを設定する。まず、宮沢賢治

や作品の紹介、学習材の「注文の多い料理店」の題名について考えさせ、学習への興味を喚起させ

る。次に、教師が作成したリーフレットをもとに、ファンタジーのおもしろさを伝える「リーフレ

ット」について学習し、言語活動の要件を話し合う。そして、宮沢賢治の作品の中から本を選び、

並行読書をしていくことを確認する。最後に、「注文の多い料理店」の初発の感想を発表し合い、物

語の構成（「設定」「展開」「山場」「結末」）を簡単にとらえ、要件をもとに「人物像」「あらすじ」「お

すすめ」を考えるための読みの視点を明らかにし、学習計画を立てる。 

   第２次では、学習材の「注文の多い料理店」を読み、ファンタジーのおもしろさを推薦するリー

フレットを作る。まず、現実→非現実（不思議な世界）→現実という場面をとらえさせ、場面の移

り変わり、場面の不思議さ（おもしろさ）をワークシートに書き、あらすじをつかませる。次に、

二人の紳士の会話や行動に着目させ、そこから分かる人物像をワークシートにまとめさせていく。

さらに、戸に書かれている言葉と二人の紳士の言動に着目させ、解釈の違いをワークシートに書か

せる。最後に、ワークシートにまとめたものをもとに、全体を通してのおもしろさをまとめながら、

推薦するための一言を添えて「注文の多い料理店」のリーフレットを完成させる。第３次につなげ

る活動としては、それぞれの学習の時間で学習したことをもとに、並行読書している本ではどうか

を考える時間を取る。 

   第３次では、並行読書してきた本のリーフレット作りをし、作品について推薦し合う。さらに、

友達のリーフレットから、他の宮沢賢治の作品に読み広げられるようにしたい。 

 

４ 単元の指導目標 

 ○物語に興味を持ち、推薦しようとする理由を明らかにしながら本を読み返そうとしている。 

                                      （関心・意欲・態度） 

 ◎場面の展開に沿って読み、場面の描写、ユーモラスな叙述について自分の考えをまとめることがで

きる。                                     （読むこと） 

 ○物語のおもしろさについて伝え合い、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

                            （読むこと） 

 ○比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。 

                                （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 

５単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

○リーフレットで推薦する理

由を明らかにするために本

を読み返そうとしている。 

◎場面の展開に沿って読み、場面の

描写、ユーモラスな叙述について

自分の考えをまとめている。（エ） 

○比喩や反復などの表現の

工夫を理解している。（イ

《ケ》) 



 ○本や文章を読んで考えたことを

発表し合い、自分の考えを広げた

り深めたりしている。（オ） 

 

６ 本単元の読みの視点 

（１）登場人物の会話や行動、情景描写を結び付けながら読むこと。 

（２）山猫軒の扉の注文と紳士の言動を対比させながら読むこと。 

（３）情景を表す言葉や場面のつながりを関連づけながら読むこと。 

 

７ 単元の指導計画（全 10時間扱い） 

【本単元につながる学び】 

 目  標  場面の移り変わりに気をつけて、人物の気持ちの変化をとらえる。 

 指導事項  場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の人柄や気持ちの変化、情景などにつ

いて、叙述をもとに想像して読むこと。 

 言語活動  視点を変えて物語を書き直そう 

 学 習 材  「ごんぎつね」東京書籍 ４年下 

次 時 主な学習活動 
並行

読書 
指導上の留意点（・）と評価（◇） 

１ 

１ 

○学習の見通しを持

つ。 

・リーフレットについ

て知る。 

・「注文の多い料理店」

を読み、感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

    

    

   

・「注文の多い料理店」という題名について考えさせ、全文

通読し、初発の感想を書けるようにする。 

・並行読書で宮沢賢治の作品を読んでいくことを確認し、

並行読書の本を選べるようにする。 

・「ファンタジーのおもしろさをリーフレットで伝える」と

いう単元を貫く言語活動の見通しを持たせ、リーフレッ

トに書かれてある内容に沿って要件を話し合い、学習し

ていくことを確認できるようにする。 

◇単元を貫く言語活動の見通しを持っている。 

（発言・ノート） 

２ 

○感想を発表し、物語

の構成をとらえる。 

 

 

 

 

 

 

    

    

   

   

・それぞれの感想からおもしろいと思ったことや不思議だ

と思ったところをもとに、物語を「設定」「展開」「山場」

「結末」の４つの部分に分け、「現実の世界―不思議な世

界―現実の世界」という流れを押さえられるようにする。 

・感想から簡単なあらすじ、登場人物、場面分けと要件を

もとに「キャッチコピー」「人物像」「あらすじ」「ここが

おすすめ」を考えるための読みの視点を明らかにし、学

習計画を立てられるようにする。  視点（１）（２）（３） 

◇学習の見通しを持っている。 

（発言・ワークシート） 
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３ 

○物語の大体をとらえ

る。（あらすじと場面

の描写や構成のおも

しろさをつかむ） 

 

 
 

 

 
   

   

   

   

・初発の感想から、場面の展開に沿って「あらすじ」をつ

かませ、場面の描写や構成のおもしろさに気づけるよう

にする。 

・並行読書している自分の本の「あらすじ」について考え 

られるようにする。        視点（１）（２）（３） 

◇物語のあらすじをまとめている。 

（発言・ワークシート・ノート） 



４ 

○物語の全体を通して

二人の紳士の変化を

読む。（人物像と相互

関係のおもしろさを

つかむ） 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

・物語の始めの部分と終わり部分の紳士の会話や行動から

人柄や人物の相互関係のおもしろさに気づくようにす

る。 

・並行読書している自分の本ではどんな人物が登場し、ど

んな人柄か（人物像）を簡単にとらえられるようにする。   

視点（１）（２） 

◇紳士の会話や行動からどのような人物かをとらえてい

る。         （発言・ワークシート・ノート） 

５ 

 

 

本

時 

○戸に書かれている言 

葉と二人の紳士の言 

動を対比して読む。 

（言葉と会話の対比か

らおもしろさをつか

む） 

 

 

 

 
 

 

    

    

    

    

・扉の注文と紳士の言動を対比させながら山猫の本当のね

らいを想像させ、場面の展開のおもしろさに気づくよう

にする。 

・並行読書している本の中でおもしろい場面や不思議なと

ころをおすすめ場面として考えるようにする。 

                   視点（２）（３） 

◇扉の注文と紳士の言動から山猫軒の場面のおもしろさを

読んでいる。               （ワークシート・発言） 

６ 

○要件に沿って、人物 

像、あらすじ、おす 

すめについて再構成 

し、リーフレットを 

作る。 

 

 

 

 
 

  

 

 

    

    

    

・作品全体のおもしろさや不思議さについて再構成し、伝

える文章を考え、リーフレット作りができるようにする。 

                  視点（１）（２）（３） 

・並行読書している本の中であらすじをまとめ、おもしろ

さについて考えるようにする。 

◇今まで学習してきたものを整理し、要件に沿って「キャ

ッチコピー」「人物像」「あらすじ」「ここがおすすめ」を

まとめている。  （「注文の多い料理店」リーフレット） 

７ 

○リーフレットを完成

させ、「注文の多い料

理店」について推薦

し合う。 

 

 

 

 

 

 

・作品全体のおもしろさや不思議さを再構成し、伝える文

章を考え、リーフレット作りができるようにする。 

                  視点（１）（２）（３） 

◇リーフレットを完成させ、作品のおもしろさを伝えてい 

る。       （「注文の多い料理店」リーフレット） 

３ 

８ 

・ 

９ 

○「注文の多い料理店」

で学習してきたこと

をもとに、並行読書

をしてきた本のリー

フレットを作る。 

   

   

      

   

   

   

    

   

   

   

   

・自分のおすすめの本についてリーフレットを作ることの

確認ができるようにする。 

・第２次に行ってきた学習を振り返りながら、リーフレッ

トに表現できるようにする。 

◇並行読書をしてきた本について、リーフレットにまとめ

ている。                             （リーフレット） 

10 

○完成したリーフレッ

トを用いて本を推薦

し合い、交流する。 

・リーフレットをもとに、自分が読んだ宮沢賢治の本を推

薦することができるようにする。 

◇ファンタジーのおもしろさについて、自分の考えを広め

たり深めたりしている。           （発言・行動観察） 

 

８ 本時の指導 

（１）目標 

    戸に書かれている言葉と二人の紳士の言動を対比させながら登場人物の心情を読み、場面の展

【本単元がつながる学び】 

目  標  登場人物の関係をおさえて、物語が自分に最も語りかけてきたことについてまとめ

る。 

指導事項  登場人物の関係や人物・場面の描写をとらえ、自分考えをまとめること。 

言語活動  人物の生き方を考え、パンフレットで推薦しよう 

学 習 材  「海のいのち」東京書籍 ６年下 



開のおもしろさを読むことができる。 

 （２）指導過程 
時

間 
主な学習活動 主な発問(○)と指示(△) 指導上の留意点(・)と評価(◇) 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

５ 

分 

１前時までの学習を想

起し、本時の課題を

確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の読みの視点を確認する。 

「戸に書かれてある言葉と紳士の会

話や行動を対比すること」 

「登場人物の心情を想像すること」 

 

 

 

 

・戸に書かれている言葉は料理店の

注文であることを確認する。 

 

 

 

ふ 

 

 

 

 

 

か 

 

 

 

 

 

め 

 

 

 

 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

２ 13 枚の戸に書かれ

ある言葉と二人の

紳士の会話や行動

を対比し、登場人物

の心情や物語のお

もしろさを考える。 

 （一人学び） 

 

 

 

 

 

 

 

３  自分が考えたこと

を発表し、戸の言葉

と紳士の会話から

の解釈、話のおもし

ろさについてグル

ープで交流する。 

 

４  グループでの交流

をもとに、学級全体

で交流し、対比して

読むことでのおも

しろさについて考

える。 

 

 

 

 

○戸に書かれてある言葉と紳

士の会話から、紳士は戸の

言葉をどのように解釈して

いるところがおもしろいか

考えよう。 

△その他の戸の言葉と結びつ

けた紳士の会話の解釈のお

もしろいと思うところをワ

ークシートに書いていきま

しょう。 

 

 

 

 

△自分の考えたことを交流し

ましょう。 

 

 

 

 

 

○グループで交流したことも

ふまえ、どこの戸の言葉と

会話を比較して、おもしろ

さを見つけましたか。 

△13枚全体から、場面のおも

しろさを見つけましょう。 

・戸の言葉と結び付けた会話から、

二人の紳士が都合のいいように解

釈しているところを見つけいくこ

とを確認する。 

・いくつかの戸に書かれている言葉

と二人の紳士の言動を対比させ、

全員で心情やおもしろさについて

考え、一人学びに入っていけるよ

うにする。        

・全部の戸と紳士の会話を考えてい

くのではなく、ここはおもしろさ

につながっているというところを

考えていけるようにする。 

 

・それぞれ、どこの戸の言葉と紳士

の会話から、紳士がどう解釈し、

それがどんな風におもしろいのか

をグループで交流していくように

する。  

 

・全体交流で山猫軒での場面のおも

しろさにつながっていけるように

する。 

 

〈 評価規準 〉 

戸に書いてある言葉と紳士の会話や行動から、場面のおもしろさを見

つけよう。 

◇  戸の言葉と紳士の会話を対

比して読み、自分の考えを持

ち、その考えを広げたり、深

めたりして、場面のおもしろ

さを見つけている。 

支  ワークシートからおもしろ

さにつながる言葉に着目させ、

おもしろさを想像させる。 



 

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

・ 

 

ひ 

 

ろ 

 

げ 

 

る 

 

 

 

 

10 

分 

５ まとめをする。 

・振り返りを行う。 

 

 

 

 

・学習のまとめをす

る。 

 

 

 

６ 本時の視点で並行読

書の本を紹介する。 

 

 

 

 

７ 次時の学習を確認す

る。 

△山猫軒での場面のおもしろ

さ見つけるためにどのよう

な学習をしてきたか振り返

りましょう。 

 

 

△山猫軒での戸の言葉と紳士

の会話の場面から、おもし

ろさをまとめよう。 

 

 

△並行読書をしている宮沢賢

治の作品で、「この場面がお

もしろい」「ここがふしぎ」

というおもしろさを紹介し

てください。 

 

 

 

 

・本時の課題や読みの視点、思考の流

れについて確認し、戸の言葉と紳士

の会話を比較して読んでいくこと

でおもしろさにつながったことを

振り返られるようにする。 

 

・戸の言葉は、実は二人の紳士に対す

る注文だったことが場面のおもし

ろさにつながったことをまとめと

して確認する。  

 

・学習したことが、並行読書やこれか

らの活動にどうつながっているか 

 確認する。 

 

 

 

・今まで学習してきたことを生かし

て、「注文の多い料理店」のリーフ

レットを作っていくことを確認す

る。 
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猫
軒
の
場
面
の
お
も
し
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さ
〉 

二
人
を
食
べ
る
た
め
の
注
文
な
の
に
、
二
人
の
紳
士
が
料
理
を

食
べ
る
前
の
お
店
側
の
注
文
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
指
示

に
従
い
、
ど
ん
ど
ん
奥
に
入
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ

い
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（
児
童
の
言
葉
か
ら
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